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【歳出総額】１６６億５９９７万９８４１円

決算審査特別委員会

○委員会付託案件の審査
・平成28年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

【歳入総額】１７５億２０５２万９８２１円

一般会計決算審査特別委員会
一般会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月22日、26日、27日開催）

市税 
55 億 7367 万円

31.8%(2.4%)

地方交付税 
40 億 1937 万円 

22.9%(3.2%)
国庫支出金 

23 億 2028 万円
 13.2%(-9.2%)

市債 
18 億 5280 万円 
10.6%(-35.0%)

県支出金
 10 億 9796 万円

6.3%(-0.1%)

その他 
20 億 3934 万円 
11.6%(-16.7%)繰越金 

6 億 1708 万円 
3.5%(-41.6%)

民生費
 57 億 2826 万円

34.4%(-0.6%)

総務費 
22 億 1779 万円
13.3%(-9.5%)

公債費 
20 億 1582 万円
12.1%(10.4%)

消防費
 8 億 3333 万円
5.0%(-13.3%)

教育費 
20 億 360 万円
12.0%(-36.5%)

土木費 
18 億 6695 万円
11.2%(-8.6%)

衛生費 
9 億 4624 万円
5.7%(-28.0%)

その他
 10 億 4796 万円

6.3%(-14.2%)

歳 出

グラフの表示
　・区分
　・決算額
　・構成比（前年度比）
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○審査内容（主な質疑を抜粋）
ＤＭＯ推進委託事業の歳出6177万6000円の内容は。

かすみがうら市交流センターを拠点としたサイクリン
グ事業を核とする事業の事前準備として、レストラン
事業を展開するための費用や、サイクリングプログラ
ムの構築などをかすみがうら未来づくりカンパニーに
委託したものです。

消費者支援事業の相談はどのようなものが多いのか。

インターネット関係のトラブル、商品購入のトラブル、
いわゆる「ワンクリック詐欺」の相談が多いと感じて
おります。

雪入ふれあいの里公園や水族館の利用人数が伸びた
要因は何か。
雪入ふれあいの里公園と水族館は指定管理者制度を
導入し、自主企画事業をそれぞれ行い、そのあたり
が功を奏して利用人数が増えたものと思われます。
雪入ふれあいの里公園では山桜ウォークが人気があ
り、水族館では世界の昆虫展を行うなど、そういっ
たものも一つの要因になっていると思われます。

新たに自主防災組織の設置を促す啓発活動などの
取り組みはあるのか。
平成29年度は佐賀地区におきましてハザードマッ
プ作製の研修会を行っております。翌年度以降も
ほかの地区において研修を行い、防災の意識を高
めていきたいと考えております。

歳入の国庫支出金が平成27年度に比べ少なくなっ
た原因は。
大規模事業の学校に関するものが前年度は大きかっ
たと認識しております。学校だけが原因ではありま
せんが、全体の事業規模が前年度に比べ少なくなっ
たと認識しております。

▲レンタルサイクル
　（かすみがうら市交流センター）

▲雪入ふれあいの里公園
　ネイチャーセンター

▲市防災訓練（消火訓練）
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※資本的収支額で不足する金額については、過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

○委員会付託案件の審査
・平成28年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成28年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について

特別会計決算総額　　【歳　入】　１１２億８３５５万７８７３円
　　　　　　　　　　【歳　出】　１１１億８６１６万５２５３円

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会
特別会計・水道事業会計の決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月21日開催）

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 57億8740万円(-2.9%) 57億8514万円（-0.3%）

後期高齢者医療特別会計 7億    75万円（ 6.3%） 6億9783万円（ 6.3%）

下水道事業特別会計 10億9465万円（ 0.1%） 10億7122万円（-0.7%）

農業集落排水事業特別会計 4億4328万円（ 4.3%） 4億3486万円（ 4.2%）

介護保険特別会計 32億5747万円（ 1.3%) 31億9711万円（ 2.5%）

水道事業会計決算の内訳
歳　入 歳　出

水道事業会計収益的収支 9億9613万円(-2.5%) 9億4257万円(-0.4%)

水道事業会計資本的収支 1億4110万円( 0.5%) 4億8249万円( 9.3%)
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○審査内容（主な質疑を抜粋）
下水道管の長寿命化計画策定とあるが、計画の他に下水道
の突発的な修繕対応が必要になった場合はどうするのか。
下水道施設の維持管理についてはメンテナンス業者に依頼
しており、修繕が必要な場所は随時報告をしてもらい対応
をしております。

下水道加入促進対策はどのようなことを行ったか。

平成28年度は戸別訪問、またイベント等におけるアン
ケート調査や啓発活動を行い全体的にどの地区も加入率
は向上しております。今後も公共下水道、農業集落排水
の加入促進のための戸別訪問を行う予定でおります。

水道事業の収益的収支は黒字だが、実際には市の一
般会計からの繰り入れ金が必要か。
将来的には人口減などが想定され、また施設の老朽
化に対する改修計画もあり、一般会計からの繰入金
が必要と思われます。

国民健康保険でジェネリック医薬品を使う人が急激
に増えた要因は何か。
保険証送付の際にジェネリック医薬品希望シールを
併せて送付したことによって利用が伸びていると思
われます。

国民健康保険の人間ドックに対する補助で、検査項目
の見直しなどはあるのか。
平成29年度から新たに心臓ドックに対する助成をする
ことになりました。

▲かすみがうら市水道事務所

▲ジェネリック医薬品希望シール


